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No Fun, 
No Challenge, 
No Success
株式会社サイベックコーポレーション
代表取締役社長

平林巧造さん

当社は長野県塩尻市にてCFPと呼ばれる特殊な
金属プレス加工にて主に自動車部品を手がけている
74名の会社です。CFPとは冷間鍛造と板金成形を
組み合わせた塑性複合加工技術で板材から従来不可
能とされてきた金属部品をプレス加工にて可能にし、
自動車のエンジン部品やシート骨格部品等を手がけ
ております。

常に不可能を可能する技術を生み出す当社は常に
新しいことに挑戦し続けなければなりませんが、新
しいことには試練と困難がつきものです。だからこ
そ“ものづくりを楽しむ”精神を一番大事にしてい
ます。

なぜならば、人は苦難を乗り越えた先にある感動
が好きで楽しくてたまらないから試練や困難を乗り
越える挑戦ができるのだと信じているからです。私
は「No Fun, No Challenge, No Success」 楽し
みなくして挑戦できないですし、挑戦なくして成功
などないものと思っています。

当社としても今後、自らものづくりを楽しみ、知
恵とアイデアでお客様、地域に喜ばれるものづくり
を創造し、多くの人々を幸せにする「もの創り」を
夢見て取り組んでいきます。

1979年生まれ、2004年に株
式会社サイベックコーポレーシ
ョン入社。2008年に専務取締
役を経て、2009年4月に代表
取締役社長に就任。現在に至る。
2010年に中小企業研究センタ
ーよりグッドカンパニー大賞

「優秀賞」を受賞。同年素形材
センターより「経済産業大臣
賞」を受賞。2013年には素形
材センターより「連携経営賞」
を受賞。
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樹脂

た「3Dプリンター」。樹脂や金属
といった材料を少しずつ「積層」し
ながら固めて、ダイレクトにイメー
ジどおりの立体物をつくる「3D積
層造形技術」が、その機能を支えて
います。

では、導入することによって何が
どう変わるのか？ これからの展望
は？ 詳しくは次のページから説明
していくとして、一つ言えるのは、
この技術によって「世界のものづく
りの構図が一変してしまう」可能性
があるということです。

世界に目を向けてみると、すでに
欧米では金属を使用した3D積層造

の強烈なインパクトによ
って、あっという間に多
くの人が知る存在となっそ

話題の技術、

徹底
解剖!

気軽に「3D体験」ができる場を提供
株式会社イグアスがオープンした3Dプリンターショールーム 

「CUBE」（東京都渋谷区）では、実機の展示やボディスキャナー
によるスキャンサービスなどを展開。さらに共同運営する株式
会社ケイズデザインラボは、 3Dプリンターを使用したワーク
ショップを開催するなど、「実際に体験できる」 貴重な場を提
供しています。見学は予約制。 

CLICK! ● 3DプリンタショールームCUBE

製品の試作において、広く利用
されている技術が光造形による
樹脂の加工。デザインの確認は
もちろん、「内部の可視化」や

「組み付けのテスト」などに最
適です。

にできること
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砂

形技術を確立。フィギュアなどをつ
くる「趣味」のレベルから、「精密
な工業製品」の段階へと移行しつつ
あります。そうした潮流に乗り遅れ
まいと、日本でも高性能な産業用
3Dプリンターの開発に向けた動き
が活発化。官と民による新たなプロ
ジェクトもスタートしました。ゆく
ゆくは、金属を自在に加工できる機
器の開発も視野に入れています。

自動車、医療機器、航空・宇宙分
野──。3Dプリンターが活用され、
さらなる進化が促進されている現場
は、着々と増え続けています。日本
が誇るものづくりに新たな推進力を
与える次代の「工法」。その魅力か
ら、普及における課題まで、追いか
けました。

「一品モノ」で多く活用されて
いる金属粉の3Dプリンター。
すぐれた強度、靱性、耐熱性を
有した「最終製品」の製造が可
能です。少量から「中量」生産
を目指す研究が進行中。

金属製品をつくるときに最も適
用範囲が広い加工技術の一つが

「鋳造技術」。製品の形状の複
雑化やコスト削減の観点から、
3Dプリンターによる砂型の造
形が注目されています。

CLICK! ● 東北大学金属材料研究所

東北大学 金属材料研究所 
加工プロセス工学研究部門

千葉晶彦 教授

「つくれないモノ」が
生産できるようになる

ました。しかし、実はそれらが製品化
に至ったケースはごく一部。固い、も
ろいといったそれぞれの特性によっ
て、研究としては成功しても、商品の
形にする「加工プロセス」が確立でき
なかったからです。

こうした制約からの解放をもたら
してくれるのが、「3D積層造形技術」。
金属材料の活用の領域はさらに広がっ
ていくはずですし、複合材料の開発ツ
ールとしても期待しています。従来が

「つくれるモノをつくる」とすれば、
3Dプリンターを取り入れたものづく
りは、いわば「つくれないモノをつく
る」技術と言えるでしょう。

えばこれまでにも、数々のすぐ
れた金属材料が生み出されてき例
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待の大きさを感じました。
 “光造形装置のパイオニア”として、四半世紀の開発実
績をもつシーメット。「設計・製造展」には第1回目から
参加しており、3D積層造形技術を取り巻く環境の変化
を目の当たりにしてきました。「昔は3次元CADを持っ
ている顧客自体が少なかった。当時は図面をお預かりし
てCADデータから作成していたものです」。こう振り
返るのは、同社の村上恒雄社長。顧客である自動車や電
機、精密などの基幹産業とともに、技術と市場を切り拓
いてきた自負があります。

同社が得意とするのは、「ラピッド・プロトタイピング
（RP）」といわれる試作品の分野。ものづくりの現場で
は、設計開発段階から多角的なチェックを行います。そ
こで大いに活用され、有益な効果を生み出してきたのが、

「実物」に近く、かつ「透明」な試作品。外部だけでなく、
内部も隅々まで検証することによって、図面では読み取
れない不具合を見つけ、満足度の高い製品開発へとつな
げていくのです。

シーメットの光造形装置は樹脂に紫外線レーザー光を

グサイト）。自社の3Dプリンターなどを展示したシー
メット株式会社の荒井誠営業部長は、来場者の熱気に期

れほどたくさんの来場者は初めて。注目度の
高さに驚きました」。6月に開催された「第
23回設計・製造ソリューション展」（東京ビッあ

活用の領域は
研究・開発から
生産フェーズに!
シーメット
株式会社

エンジン
ブロックの
3Dプロト
タイピング

RAPID MEISTER

NRM-6000

「エンジンブロックの内部
での液体の流れを評価した
い」。そんなニーズが開発
の起点となりました。

次世代
ものづくり
最前線 1

次世代型光造形装置



07METI Journal

る試作品づくりが主でしたが、それが生産フェーズに移
ってきました。つまり直接、『製品』を量産するという考
え方です。ものづくりの現場が、大きく変貌する可能性
を秘めています」（村上社長）。

同社はすでに1年ほど前からRMへ着手。精密鋳造品
の生産工程へ新たなソリューションを提供し始めていま
す。また今年度からスタートした経産省の「超精密三次元
造形システム技術開発」のプロジェクトにも参画し、「砂
型」を製造する新たな3Dプリンターの開発にも携わる
など、積極的に次代を見すえた取り組みを続けています。
 「日本企業には高度なレベルで協調し、創意工夫する文
化があります。文字どおり『メイド・イン・ジャパン』
で日本の製造産業を強化すること。これが我々の希望で
あり、ものづくりに携わっている者の誇りなのです」（荒
井部長）

世界に負けないものづくりへ──。3Dプリンターは、
日本に新たな「力」をもたらしつつあります。

照射して立体を造形。3次元CADのデータをもとに薄切
りにスライスした層をレーザーで固め、1枚ずつ積み重
ねていきます。その厚さは0.05〜0.1mmと高精度。
しかも樹脂の透明度が高いため、「流体や気体の動きま
で一目で分かる。コンピュータによるシミュレーション
と、この『可視化モデル』を併用することで、これまで
よりも早く、そして低コストで開発を進めることができ
ます」（荒井部長）。

創意工夫が活かせる枠組みを
これまで試作品の製作には、形成するための金型が必

要でした。しかし3Dプリンターなら、金型を使わずダ
イレクトに製作できます。要する期間も「週単位から日
単位」と大幅に短縮。造形物によっては「夕方に装置を
セッティングしておけば、翌朝には自動的にできあがっ
ている」（荒井部長）。

加えてこの1、2年で、活用範囲はさらに拡大・進化
しています。そのキーワードが「RM（ラピッド・マニュ
ファクチャリング）」です。「これまでは開発などにおけ

まずは、CADのデザインデータや
CT、MRIの測定データなどから、
造形に必要な3次元モデルを作成。
精度の高さが造形物の品質を左右
する。

最初のステップは
3次元データの準備1

続いて、3次元モデルをスライス
した断面データを作成。積み重ね
ていく「層」の厚さを指定する。
その厚みが薄ければ薄いほど、き
め細かい造形物が成形される。

積み重ねていく
「層」を指定する2

いよいよ造形スタート。断面デー
タに基づいて光硬化性樹脂の表面
にレーザーをあてていくと、「一
層」ごとに照射された部分だけが
硬化する。

3Dプリンターで
一層ずつ形に3

すべての「層」を積み終えたら機
器から取り出し、後処理を施せば
3次元モデルが完成。なお、金属、
砂など、材料によってプリンター
の種類や工程は異なる。

完成したら
材料ごとの後処理4

3Dプリンターの製造プロセス（樹脂素材の例）左から荒井誠・取締役営業部長、吉
田俊宏・営業部課長、村上恒雄・代
表取締役社長。手にしているのは光
造形で製作したカーランプの試作品。

●  シーメット株式会社CLICK!
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新たな鋳造工法と
若い力を融合させ
国境を越えた展開へ!

従来
工法

3次元
積層工法

コイワイ
株式会社

まな挑戦と改革を進めています。
7年前、挑戦の第一歩を踏み出した地はドイツでした。

自動車メーカーの試作鋳物を中心に事業展開している同
社。エンジンなどの形状が複雑化するなか、「対応する
には『積層工法』しかない」と、3Dプリンターで世界
有数の技術力を誇るドイツ企業を訪ねたのです。「それ
から半年間は、日本とドイツを行き来して検証を重ねま

会社コイワイの小岩井もれあさん。聞けば「対象物を
3Dデータ化するスキャナーも社内に備えている」とか。
レーザー焼結法やインクジェット方式で砂型をつくる

「積層砂型工法」。同社はその先駆的企業として、さまざ

一枚ほどのテーブルは、人間が横たわるのに
十分な大きさ。「ご希望でしたら、等身大の

『砂型』もつくれますよ」と微笑むのは、株式畳

従来の鋳造法の
流れと3次元
積層工法の比較

方
案
設
計

模
型
の
作
製

模
型
を
入
れ
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型
の
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成
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子
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中
子
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組
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型
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溶
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コイワイでは工程の簡略化に
より、例えば「3週間が3日」
など大幅な短縮を実現。型の
分割や組み立てる作業も不要
に。熟練エンジニアの「方案
設計力」と若手の「デジタル
リテラシー（コンピュータな
どの活用能力）」を融合させ、
より独自性の高い鋳物づくり
に挑戦中です。

積層砂型造形装置
S-MAX

次世代
ものづくり
最前線 2

3Dプリンターで代替できる

新たな鋳造工法と
若い力を融合させ
国境を越えた展開へ!
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した。そして導入後、これでいける！ との手応えを得
たのです。当時、この砂型の装置を導入していた企業は
国内で数えるほど。大手の研究所にしかない最新鋭機を
当社のような小規模事業者が導入したわけですから、周
囲も驚いていましたね」（小岩井豊己社長）

「夢への挑戦」は第2章へ
 「砂型」というのは、鋳物部品をつくるために用いられ
る「砂製の型枠」のこと。古来より使われており、そも
そも「砂型をつくるための型」が必要です。その点、「砂
型積層装置」なら、直接砂型をつくることができるため

「工期が短くなる」し、「高精度で複雑な形状も一体成形」
できます。「例えば電気自動車のモーターケースなどは
高温対策が不可欠です。そこでモーターの外周に効果的
に冷却水路をつくり込むとなると、これは一体成形がで
きる積層工法でないと非常に難しい」と、小岩井社長は
説明します。

3Dプリンターの導入は、コイワイにいくつかの成果
をもたらしました。「製品の設計・開発において、取引先

小岩井豊己社長と企画室の小岩井も
れあさん。後方の機器はインクジェ
ット装置。レーザー積層装置と組み
合わせて使用しています。

から必要とされる領域が広がった」こと。また、先進的
な環境を整えることで「“大変そう”といった鋳物会社の
イメージの改善に成功し、毎年、新卒者を採用できるよ
うになった」ことなどです。小岩井社長は言います。
 「私たちがやってきたのは『夢への挑戦』です。昔、雑
誌で読んだ3D積層造形技術の記事に衝撃を受け、『いつ
かは私たちも』と夢をもった。当社の理念は“鋳造技術
の伝承発展”です。その実現へ向け、ベテランも若手も
一緒になって夢を追いかけたのです」

そして今、コイワイはまた新たな挑戦をスタートさせ
ています。「3D金属粉末積層工法」の確立です。これは

「砂型」さえも使わない、まさに“究極”とも言える造形
法。金属の粉末に電子ビームを照射し、金属部品を成形
していくのです。
 「これを使えば、これまでにない造形が実現できます。
ものづくりの現場にこの工法が根付けば、“3Dが前提”
の新しい発想が生まれるに違いありません。そんな人材
の登場にも期待したいですね」（小岩井社長）。

前のページで紹介したシーメットと同じく、同社も経
産省の「超精密三次元造形システム技術開発」のプロジ
ェクトに参加しています。ユーザーの立場からさまざま
な提案を行っていくほか、課題の解決へ向けた検証作業
を協力して進めています。昨年からインドの大手自動車
メーカーなどの海外企業とも、試作品開発をスタートさ
せたコイワイ。「アジア・太平洋地域の積層造形工法ナン
バーワン企業」を目指して、グローバル展開にも強い意
欲を示しています。

●  株式会社コイワイCLICK!

自動車用
部品の砂型

外と内の色が異なるのはイ
ンクジェットとレーザーの
工法の違い。組み合わせで
ニーズに応えます。
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3D
プリンターについてあらためておさらい

!

欧米をリードする
技術の確立も
十分可能です

金属材料高密度エネルギービーム
レーザー／電子ビーム

現状はチタン合金、ニッケル合金
などを成形。今後はセラミックな
ど、新素材への対応に注目。

砂型・
ナイロン系
樹脂

インクジェット
用途は砂型、ナイロン系樹脂の造
形。鋳型の耐熱性向上を図りなが
ら、高速化や複層化を目指す。

光硬化性樹脂光造形
光硬化性樹脂を用いて積層。透明
性、耐熱性、高靱性を兼ね備えた
新樹脂の開発が進行中。

熱可塑性樹脂溶融積層造形
加熱によって軟化する熱可塑性樹
脂が材料で、最もシンプルな3D
積層造形技術。

3Dプリンターの種類とそれぞれのポイント
産業
用途

ホビー
用途

積層方法 材料（現状） 特徴

㈱ニコン、東京大学大学院
を経て、2002年より産業
技術総合研究所。鋳造技術
開発、3D積層造型応用技
術開発などに従事。

岡根利光さん

独立行政法人 
産業技術総合研究所
先進製造プロセス研究部門
基盤的加工研究グループ 
グループ長

じ取ってもらえたのではないでしょうか。ただし、まだ
まだ発展途上の技術であり、解決しなければならない課
題があることも事実。では、ここであらためて、可能性
と課題を整理してみましょう。「超精密三次元造形シス
テム技術開発」のプロジェクトの中核を担う、産業技術
総合研究所の岡根利光さんが答えてくれました。

製造速度を現状の10倍に！
3Dプリンター普及のネックとなっているのは「スピ

ード」と「価格」です。現行の産業用3Dプリンターの
シェアは外国製が中心で、1台1億円の機種も珍しくあ
りません。こんなに高価なのにもかかわらず、従来の工
法と比較したとき、生産性や仕上がりの面で明確なメリ
ットを実感しにくいケースも多々見られます。
 「それなら、日本の技術力を結集させれば、現場が真に
満足できる性能を備え、かつ低価格の3Dプリンターを
開発できるのではないか。そんな思いからスタートした
のが、今回のプロジェクトというわけです。私たち産業

来なら困難、あるいは不可能とされてきたも
のづくりを実現できる──。今回の特集か
ら、そんな3Dプリンターの魅力の一端を感従
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●  独立行政法人 産業技術総合研究所CLICK!

3D積層造形技術の強み

異なる材料を
組み合わせられる

「粉体」を積層することから、一つの
製品のなかに違和感なく「違う金属
を共存させる」ことができます。こ
の利点を活用すれば、これまでにな
い特性をもつ新しい金属を生み出せ
るかもしれません。

どんな形状の製品
でも製造できる

切削工具が届かない。硬くて加工が
難しい──。そんな部品なども容易
に造形可能です。これまでは複数の
パーツを組み合わせて完成させてい
ましたが、3Dプリンターであれば

「一体造形」を実現します。

究極の多品種・
少量生産ができる

金属粉を使用すれば金型や砂型など
を用いることなく製造できるため、
大幅なコスト削減に貢献。しかも、
例えば「10種類の製品を1個ずつ
生産する」といった、「究極の多品
種・少量生産」にも対応します。

321

製造現場に新しい発想をもたらす
近年は「型」にとどまらず、金属粉を溶かして固め、

直接「製品」を造形する技術も急激な進化を遂げていま
す。「この方法なら切削では困難だったメッシュ加工や
中空加工なども思いのままです。研究を段階的に進め、
いずれは複数の種類の金属を組み合わせる複合組成の技
術も確立していきたいと考えています。こうした繊細さ
が求められる加工は、まさに日本の得意分野。欧米をリ
ードする技術に成長する可能性も十分にあるでしょう」

最後に岡根さんは、こんなメッセージを投げかけま
す。
 「3Dプリンターは、より自由な発想を後押しするはず
です。せっかく素晴らしいアイデアをもっていても、形
にする技術がないために消えていった。そんな例は無数
にあります。これまでの枠組みにとらわれない、新しい
ものづくりが広がってほしいですね」

日本人の知恵や感覚を搭載した和製3Dプリンター
が、世界中のものづくりを席巻する──そんな日が、き
っと訪れるに違いありません。

技術総合研究所が中心となり、3Dプリンターメーカー
や自動車メーカーなどが共同研究を実施。より効率的
に、高精度な砂型を製造できる機器の開発に取り組んで
います。目標は今後5年間で、3Dプリンターによる砂
型の製造速度を現状の10倍に高め、コストダウンを図
ること。スペックとしては、自動車の部品であれば、月
におよそ3000台分の生産ペースに相当します。将来的
には耐熱性の高いチタンなど、多様な金属への対応もテ
ーマ。実現すれば航空機部品などの製造も可能となるで
しょう」

しかし、単に性能を高めればいいわけではありませ
ん。岡根さんはもう一つの重要な視点として、「日本の
職人の技術と3Dプリンターをどうフィットさせるか」
を挙げます。
 「3Dプリンターで高精度の砂型をつくったとしても、
例えばどのような角度から、どんな速度で溶かした金属
を注入すればよいのかを熟知していなければ、質の高い
製品をつくることはできないのです。日本の鋳造技術は
世界でもトップクラス。工程のなかに、熟練した鋳造職
人のノウハウと3Dプリンターをうまく取り込めば、日
本の強みを最大限に活かしたものづくりができると確信
しています」

耐熱耐摩耗
セラミックス材料

高熱伝導
低熱膨張
銅系合金

研究
段階
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Renishaw（イギリス）1%

SLM Solutions（ドイツ）1%

7%

ReaLiser
（ドイツ）

の「次世代型3Dプリンター」は直
接、金属部品を作成する方式。金型
等を使わず、金属粉を積層しながら
部品を造形するのです。一品ごとに
違う製品がダイレクトに生産できる
ため、“究極の多品種少量生産”が
可能となる、画期的な技術です。
佐藤　私は、川口市役所からの出向
で、現在素形材産業室で鋳造・鍛造
業界や、今回の3Dプリンターを担
当しています。地元である川口は

「鋳物の街」として知られています
が、今ではベッドタウン化が進み、
鋳物産業は縮小傾向。砂型を積層造
形するプリンターは、鋳物製造の効
率化や部品の高性能化につながりま
す。また金属の積層造形技術は、こ
れまでにない高付加価値製品を生み
出す可能性を秘めている。地域経済
の活性化の面でも、非常にやりがい
のあるプロジェクトだと感じていま
す。
――この分野では欧米が先行してい
ると聞いていますが……。
前田　金属粉の積層造形装置につい
ては、ドイツやスウェーデンなどの
欧州勢がほぼ独占。一方米国は樹脂
の3Dプリンターで先行し、国家戦
略として3D技術を強力に後押しし
ています。実は積層造形に関する世
界初の特許出願は、日本の研究者の
手によるものなんです。1980年の
ことでした。それが、なかなか具体

け、複数のプロジェクトが動いてい
ますね。
前田　まず今年度から「超精密三次
元造形システム技術開発」のプロ
ジェクトがスタート。さらに新た
に「次世代型産業用3Dプリンター」
の開発へ向け、着々とプロジェクト
の準備が進んでいます。先にスター
トした「超精密――」については、
すでに産総研を中心に“産学の開発
フォーメーション”を構築。複雑形
状の鋳造部品の製造に特化した形
で、装置・材料などの開発を進めて
います。その目的は「鋳型」の3次
元積層造形です。それに対して後者

　日本のものづくりを支える「素形
材産業」。総出荷額約8兆円で、従
業員数はおよそ43万人。そして全
国3万6000社ほどの事業所が、金
属部品などを、自動車や産業機械、
電機・電子産業に供給しています。

「素形材産業はものづくりの大事な
基盤です」「新たな技術開発でバック
アップしたい」と、素形材産業室の
前田梢江さんと佐藤隆太さんは語り
ます。

ニーズを見極めて 
装置開発を本格スタート
――3Dプリンターの技術開発へ向

金属粉末積層造形装置の生産シェアについては、
ドイツ企業を筆頭にヨーロッパ勢が独占してい
る。一方、装置の導入シェアでは米国がトップ。
航空機等のハイエンド領域で利用が進む。日本
勢の導入シェアも10％と比較的高く、主に試
作用として使われている。

産学官の力を結集し、
新たな“ものづくり革命”へ

│担当者の声

急速に注目度が高まり、さらなる発展が期待される3Dプリンター。日本の“ものづくり”は、
果たしてどう変わっていくのか？　いま、どのようなプロジェクトが動き出しているのか？
事業を進める、製造産業局素形材産業室の担当者に聞きました。

金属粉末積層
造形装置の

生産シェア

EOS
（ドイツ）

41%

Arcam
（スウェーデン）

12%

12%

Phenix 
Systems
（フランス）

12%

MTT 
Technologies
（ドイツ）

17%

Concept 
Laser
（ドイツ）

4%イギリス
4%イタリア
3%フランス
2%カナダ
2%スペイン

2%台湾
2%韓国

金属粉末積層
造形装置の

導入シェア

米国
38%

10%
日本9%

中国

15%
その他

9%
ドイツ

出典：Wohlers  
Report 2012
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んでいます。産学官が一体となって
取り組めば、装置開発と合わせ、新
たなイノベーションを起こせるはず
です。CNC（コンピュータ数値制御
工作機械）、マシニングセンタなど
の産業用工作機械で世界をリードし
た日本の製造業が、3D積層造形技
術で新分野を拓く。ものづくりニッ
ポンの強化が期待できます。
佐藤　デジタル化は必然的な流れ。
インターネットが普及し、情報を流
せばどこでも部品製造できるように
なっていきます。これは避けること
のできない潮流で、先に対応した者
が次の成長を担っていく。先ほど触

れた、“細部を作り込む”日本特有
のものづくりは、この新技術でさら
に磨かれる。私は、そう思っていま
す。
――最後にプロジェクトへの「思
い」をお願いします。
前田　日本の高度なものづくりを
しっかり将来に継承していきたい。
100年後も世界をリードする国で
あってほしい。そのカギを握るもの
の一つが3Dプリンター、という思
いで事業に取り組んでいます。まず
は、ニーズのある一品物から着手
し、少量・中量生産分野へと広げて
いく。そんなステップを踏んで、次
世代の産業基盤にしたいと考えてい
ます。新たな産業革命とも称される
3Dプリンターの流れをうまく取り
込み、日本のものづくりの新時代を
築きたいですね。
佐藤　私は川口市役所の職員とし
て、また一人の市民として産業変遷
の厳しい面も見てきています。この
技術革新で地域の産業を元気にした
い。そのためにも、またどうすれば
地域再生や活性化につながるのかを
探りたいと思います。

的なニーズを発掘できず、実用化に
至らなかった。大切なのは、やはり
ニーズ。「どんな製品が欲しいのか」

「どんな使い方ができるのか」。今回
のプロジェクトでも、まずはユーザ
ー企業へのヒアリングから始めまし
た。
佐藤　ヒアリングしたのは主に航
空・宇宙、医療機器分野、また自動
車のF1関連など、いわゆる一品物
を必要としているユーザー企業で
す。また装置メーカーや研究機関と
も意見交換を重ねました。日本の製
造業の強みは需要家とのやりとりの
なかから、細かな要望を形にしてい
く技術。3Dプリンターならこれま
でと違い、試作も簡単にできます。
すり合わせがさらに密にできるメリ
ットも大きいと思います。

日本のものづくりを 
将来へ継承するために 

――3Dプリンターにおける日本の
強みはどこにありますか？
前田　一つは、材料となる金属その
ものに関する知見があります。海外
勢の装置で使われる専用金属粉体は
価格が高い。金属の種類も限られて
います。これは装置自体の制約もあ
るのですが、日本はこの金属粉体分
野で優位性がある。素形材産業で蓄
積された技術やノウハウ、さらに学
術的にも構造材料の先駆的研究が進

製造産業局素形材産業室

前田梢江（右）

佐藤隆太（左）　　

金属プレス

ダイカスト

鋳造

粉末冶金

鍛造

大量生産向き（従来工法） 多品種・少量生産向き

3D積層New

金属製品の生産プロセス
既存の工法で対応できるものについては
従来どおりに。「これまでできなかった」
ものについては3D積層造形技術を用い
るなど、「選択肢の一つ」として定着して
いくと予測されます。

当室では鋳造や鍛造、金型など我が国ものづくり産
業を支えるサポーティングインダストリーの競争力
向上を目指し、これからの素形材産業の目指すべき
方向性を示す「素形材産業ビジョン」や、健全な取
引慣行を促す「取引ガイドライン」の策定などの取
り組みをしています。
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「WHILL」は、健常者も車いす利用者も高
齢者も使える次世代パーソナルモビリティ。
ある車いすユーザーの「100m先のコンビ
ニをあきらめてしまう」という声からプロジ
ェクトがスタートしました。従来製品には、
坂や段差に対応する機能、またデザイン面で
まだまだ改善の余地がある。そう考えたので
す。ベンチャーの強みは、ある意味で「無茶」
ができること。大企業では頓挫するような企
画でも、「これが世界を変えるんだ」と信じ、
仲間とともに自分たちが進むべきレールを敷
いていくことができます。日々さまざまな課
題に直面しながらの活動ですが、これからも
“すべての人が自由に楽しく格好よく外に出
ていける社会をつくる”というミッションに
タックルし続けます。

CLICK! ● WHILL株式会社

「冒険」の意味をもつベンチャーは、これまで新たな市場やビジネスを開拓し、産業に活力を与えてきました。
そして今も、イノベーションや雇用創出の原動力として経済を牽引。日本の産業競争力を支えています。
例えば、このページで紹介している3社もその典型。いずれも新たな付加価値の提供を実現しています。
経済産業省では、こうしたベンチャーを成長戦略に欠かせないものの一つととらえ、多面的な支援を推進中です。

楽しくて格 好 いい パ ーソナル モビリティ

WHILL

イノベーションの
発信基地 !

代表取締役社長　杉江理
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B SIZE
“ 真 善 美 ” を 兼 ね 備 えた 製 品とサ ービスを

ギリシア哲学の“真善美”という言葉。それぞれ、「学問・道徳・芸術」に
おいて人間が理想とする普遍的価値とされます。当社ではこれを「テクノロ
ジー・社会貢献・デザイン」というモノづくりの理想に置き換え追求。社名、
ビーサイズ（B［美］SI［真］ZE［善］）にも採用し、「どれ一つ欠けても自分
たちの製品・サービスとは認めない」としています。ベンチャーの役割の一
つは、リスクをとってでもイノベーションを起こしていくことでしょう。資
本力や組織力をもち、社会に製品等を安定供給できる大企業と強み・弱みを
補完し合いながら、産業の活性化に貢献できればと思います。起業はあくま
で手段。自らの理想の実現に向けて、今後も全力で挑戦をしていきます。

CLICK! ● ビーサイズ株式会社

aeru
伝 統 の 技 術 で 暮らしや 心 をより豊 かに！

代表取締役　八木啓太

CLICK! ● 株式会社和える

伝統産業の職人さんたちがもつ技術をもっと日
常生活のなかで活かしたい。子どもたちが「日本
のホンモノ」に触れられる環境を創りたい。これ
が事業の原点です。就職に際し、そうした仕事を
できる会社がなかなか見つからず、「それならば
自分で」と起業しました。伝統を次世代につない
でいくためには、職人さんに継続的にお仕事をお
願いすることが大切です。それによって、お弟子
さんを育てることができます。そのためには、職
人さんたちが引き継いできた技術・文化の本質を
捉え、魅力的なものづくりをしていく必要があり
ます。だからこそ、私たち和えるは、古き良き先
人の知恵と、現代の感覚をただ「混ぜる」のでは
なく、双方のいいところを引き出し「和える」こ
とで、自身も伝統の担い手として、新たな文化を
生み出そうと日々取り組みを続けています。

代表取締役　矢島里佳
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グロービス・キャピタル・パートナー
ズの仮屋薗聡一氏とベンチャーキャピ
タルファンドANRIの佐俣アンリ氏。
ベンチャー企業に出資する二人が、起
業をめぐる変化や今後への期待を語り
ます。

__変化する日本のベンチャー
佐 俣　6〜7年前、若い人による起
業ブームのような時期がありました
ね。でも実際は、一部の人たちに限ら
れた、特別な出来事だったと思いま
す。ところが今、例えば留学とか、サ
ークルの運営に積極的なタイプの優秀
な大学生たちにとって、自ら起業する
ことは社会へ出るときのナチュラルな
選択肢になりつつあると感じます。
仮 屋 薗　なるほど。実際、17年前、
僕がベンチャーキャピタリスト（VC）
になりたてのころ多かったのは、営業
の馬力で成功するベンチャー企業でし
た。それがやがて、ITなどの隆盛と
ともに、知識重視型企業が台頭し始め
た。そういう企業では、起業家をはじ
め経営陣の全員が、大企業で働いても
評価を集めそうな人たちです。現に、
大企業で成功体験を積んでから起業す
る人もいますしね。米国と同様、エリ
ートにとって起業が一つの本流になり
つつある。そこは佐俣さんの指摘どお
りだと思います。日本では起業件数が
まだ少なくても、その質が変化してき
たことには注目すべきですね。
佐 俣　まさに私の出資ターゲットは、
大企業出身で20代後半の起業家が中
心。それから学生です。「自分は若い
年齢から価値を発揮できる」というプ
ライドをもつ若年層は、大企業に勤め
てトップに立つまで30年近くも待っ
ていられない。自分の全能力をすぐに
でも事業に反映させたいと考え、起業

慶應義塾大学法学部卒、米国ピッツバー
グ大学MBA修了。株式会社三和総合研究
所での経営戦略コンサルティングを経て、
1996年、株式会社グロービスのベンチャ
ーキャピタル事業設立に参画。現在、株式
会社グロービス・キャピタル・パートナー
ズ マネージング・パートナー。

仮 屋 薗 聡 一  かりやぞの・そういち

1984年生まれ。慶應義塾大学経済学部卒
業。株式会社リクルートのメディアテクノ
ロジーを経て、クロノスファンド、East 
Venturesに参画。計4社を立ち上げ、個
人としてラクスル株式会社を創業以来サポ
ート。2012年、自身でベンチャーキャピ
タルファンドANRIを創設。

佐 俣 ア ン リ  さまた・あんり

CLICK! ● 株式会社グロービス・ 
 キャピタル・パートナーズ

CLICK! ● 佐俣アンリ Facebook

SPECIAL TALK    Soichi KARIYAZONO     Anri SAMATA

新しい働き方、
生き方にも

貢献！
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へ向かうんです。

__成熟産業の再活性化にも
仮 屋 薗　かつて経済的な成功がメイ
ンだった起業へのモチベーションも、
変わったと思います。リーマンショッ
クや東日本大震災が大きな転機となり
ました。「お金儲けがもたらす名声に
意味があるのか？」「儲かれば本当に楽
しい人生なのか？」「そもそもビジネス
の成功とは？」。そうした問いの数々
が、たくさんの人々の心に投げかけら
れたのでしょう。
佐 俣　言われてみると、「こんなモノ
があったら世の中が面白くなるよな」
っていうシンプルな思いから動き出す
起業家が目立ちますね。もちろんステ
ークホルダーが増えるにつれ経営責任
の幅が広がり、結果的に外部株主や従
業員に対する金銭的なリターンも大事
になってきます。それはそれで、新た
なモチベーションになると思います。
仮 屋 薗　確かに利益の最大化と再投
資による企業価値の向上も企業として
の務めである一方、ベンチャーには新
しい働き方とか生き方の提供も期待し
たいよね。戦後の日本を成長させた産
業構造や終身雇用制がますます変化を
迫られるなか、ベンチャーには新しい
社会の仕組みづくりに貢献してほしい
し、必然的にそうなると思います。
佐 俣　本当ですね。事実、ベンチャ
ーは従来と違った働き方の就業機会を
増やす力を大いにもっています。分か
りやすいところでは、フリーランサー
に仕事を供給するといった形。あとは
成熟した産業を、インターネットを使
ったビジネスモデルで再活性化してい
る例もあります。私の投資先でもある
ラクスルは、印刷の価格比較や、印刷
に不慣れな人にも易しい発注などを実

現するポータルサイトの運営会社で
す。供給過剰の印刷業界で細やかにニ
ーズをすくい上げ、稼働率アップをサ
ポートしています。

__起業家の伴走者として
仮 屋 薗　僕たちVCの重要な役割の
一つは、投資先企業の成長過程でアク
セルとブレーキの踏みどころをガイド
することでしょう。VCには、ベンチ
ャーの起業から成長期にかけての、多
くのケースが蓄積されている。それを
うまく使えば、投資先企業が狙う市場
の特性や、経営のやり方などを考え合
わせ、今後起こる事態をある程度は予
測することもできる。ただ、そこは当
社が設立17年を経てなお経験知の域
を脱し切れていません。形式知への変
換を進め、最適な活用法を確立するこ
とが急ぐべき課題です。
佐 俣　私自身も事業を立ち上げたこ
とがあるので、起業家たちが日々何か
起こるたびに「勝った！」と盛り上が
ったり、逆に「もう終わりだ…」と落
ち込んだりする感情がよく分かりま
す。まだ私はVCとしての経験は浅い
ですが、起業家たちの一番近くで客観
視する目を保ち、彼らが混乱に陥って
も、ともに苦難しながら絶対逃げない
伴走者でありたいと思っています。ま
た、起業を目指す人たちが抱く、言葉
に表せない強い気持ちを大切にし、そ
の才能を解放してあげたいです。
仮 屋 薗　優れた起業家像を言葉にす
るのは僕にも難しいけれど、「誠実で
高い志」「覚悟をもってやりとおす力」

「人を集めて活かす力」の3つが成功
への基本だと思います。これらを備え
た人材たちが、日本の元気の源となる
よう、私たちもしっかりベンチャーを
後押ししていきましょう。

ベンチャー企業には、
どのような役割が
ありますか？

一つには、今、成長しつつある
分野を示すバロメーターとして
の機能をもっています。ある面
で、ベンチャーは活力の象徴で
もあるのです。 仮 屋 薗

Q
A

ベンチャー支援で、
行政に期待することは
ありますか？

補助金なども大切ですが、資金
面であまり甘やかしすぎないこ
とも重要。規制緩和などを進め
ることで、ベンチャーを活性化
してほしいと思います。 佐 俣

Q
A



主婦仲間で地元にパン屋さんを
オープンする予定。でも、開業資金が
200万円ほど不足していて準備が滞っている……。

友人がベンチャーを起業したので、開業資金の一部を出資した。
所得税の優遇があると聞いたけど……。
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地域名産の果物を使った加工食品を開発に成功。
会社組織にして全国展開するため、
共感してくれる会社や個人の出資を受けたい。

c a s e

c a s e

c a s e

c a s e

補助金
 創業補助金
「女性や若者の地域での
起業・創業」「家業を活か
す第二創業」などにかか
る資金の一部を補助。

 小規模事業者
　活性化補助金

小規模事業者が行う特色
ある新商品、新サービス
の開発・販路開拓を支援。

 起業支援ファンド
中小機構が出資した民間ベンチャー
キャピタル等のファンドが、設立5
年未満のベンチャーを支援。

 起業応援税制
　（エンジェル税制）

創業間もない企業に出資する投資家
に対して税制を優遇。

 産業革新機構出資
産業革新機構がベンチャーや先端技
術の事業化に出資。

出資・税制優遇

起業には、資金や信用力、
経営ノウハウなど、さまざまものが必要。
国のサポートは、例えばどんな悩みに応えるのか。
具体的な支援策とともに紹介します。
※要件など詳細は、各担当機関にお問い合わせください。

CLICK! ● 起業応援制度

勤務するメーカーの新事業をスピンオフベンチャーとして
独立させる。設備投資や知的財産の戦略が必要なので
ベンチャーキャピタルに相談したい。

1

2

3

4

起業したい人も、
それを応援したい

人も！



学生時代に仲間と立ち上げたサークルを事業化。
受注増で事業を拡大したいが、銀行融資の審査になかなか通らない……。
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30年間務めた中小企業を退職し、事業をスタートしたい。
専門のノウハウはあるが、販路開拓や経理の知識がなくて困っている。

ベンチャー企業の
活性化を目指して

ベンチャー企業は、社会において大き
な役割を担っています。雇用の創出、新
しいリーディングカンパニーの育成によ
る経済の活性化などです。さらに、卓越
した技術やビジネスモデルを持ったベン
チャー企業は、社会全体にイノベーショ
ンをもたらす可能性も秘めています。現
在、日本では素晴らしいベンチャー企
業が誕生しています。しかし、Google
やFacebook等を輩出したアメリカと
比べ、大きく成長する企業が近年生まれ
ておらず、また、ベンチャー企業の創出
と人材の循環を促すエコシステムも十分
とは言えません。そうした問題意識のも
と、経済産業省では様々な施策でベンチ
ャー企業の支援を行っています。

例えば、ベンチャー企業に対するリス
クマネーの供給を促す施策として、エン
ジェル税制の利用促進に取り組んでいま
す。エンジェル税制とは、個人投資家が
ベンチャー企業に投資を行った際に、投
資金額を総所得金額から控除する制度
で、創業間もない企業の資金調達を後押
ししています。また、大企業からのスピ
ンオフの促進や世界市場を目指すベンチ
ャーの育成のためのエコシステム形成を
目的として、一流のキャピタリストやコ
ンサルタント等を集め、将来成長が期待
されるシーズを支援する取り組みなども
行っています。

日本経済の発展のためにベンチャー企
業の活性化は不可欠です。社会に新しい
価値を与えるベンチャー企業を支援する
ことについて、今後とも徹底的に考え、
実行していきます。

当室は、ベンチャーや新事業を支援する政策を
立案・実施し、新規産業の発展に貢献すること
をミッションとしています。ベンチャー支援者
のネットワーク形成、資金供給促進、起業家教
育等の創業環境の整備を実施しています。

経済産業政策局 新規産業室 係長 中村拓司

c a s e

c a s e

 新事業創出目利き事業
一流のベンチャーキャピタル、
弁護士、会計士などが、成長性
の高いベンチャーを支援。

 ビジネス創造等支援
中小企業と支援人材のマッチン
グ等のポータルサイトを構築。
専門家の派遣も実施。

 認定支援機関
中小企業経営力強化支援法にも
とづく身近な窓口として、相談
に対応。

経営相談融資
 中小企業経営力強化資金
認定支援機関の支援を受けた中小企業、小
規模事業者に低利で融資。

 新創業融資
創業予定者または創業から2期未満の企業
に1500万円まで無担保・無保証人で融資。

 創業関連保証・創業等関連保証
創業予定者または創業から5年未満の企業
の民間金融機関からの借り入れに対し、最
大2500万円まで債務を保証。

 資本性資金
新事業展開等に取り組む企業に長期一括償
還の資金を供給。

│担当者の声

CLICK! ● 新規産業・ベンチャーについて

5

6
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して捉え、今後投資や貿易を促進し
ていくことが、日本経済成長の鍵に
なります。

アフリカ首脳が 
横浜に集結！

2013年6月1～3日に横浜で第
５回アフリカ開発会議（T

ティカッド

ICAD Ⅴ
ファイブ

）

（→4）が横浜で開催されました。
1993年に始まったTICADは、日
本政府主導でアフリカの開発を議論
する国際会議で、５年に１度開催し
ています。

今回の会議には、アフリカ51ヶ
国から39名の国家元首・首脳級
の他、ドナー諸国や国際機関、民

5CLICK! ● 独立行政法人   
日本貿易振興機構（JETRO）

CLICK! ● 第５回アフリカ開発会議

4第５回アフリカ開発会議

TICAD Ⅴで講演する茂木経産大臣

6現在のジェトロの在アフリカ事務所
ジェトロ事務所所在国（５カ国、2013年６月現在）

ナイロビ

ヨハネスブルク

カイロ

ケニア

南アフリカ

エジプト

ラゴス

ナイジェリア

アビジャン

コートジボワール



KEY WORD

23METI Journal

間セクターなど4,500名以上が参
加しました。これまでのTICAD
とは異なり、主要テーマは開発支
援から民間貿易投資促進へと変化
しました。「躍動のアフリカと手を
携えて（Hand in Hand with a More 
Dynamic Africa）」を基本テーマと
したこの会議で、政府は最大3.2兆
円となる官民を挙げたアフリカ成長
支援パッケージを打ち出しました。

経済産業省による取り組み
経済産業省は、日本とアフリカが

「信頼できるビジネスパートナー」
として共に発展するための施策を打
ち出しています。

まず、TICAD Ⅴのプレイベント
として、本年５月に、資源分野では
日本で初めてとなる国際会議「日ア
フリカ資源大臣会合」を開催し、
win-winの関係構築に向けたアフリ
カの資源開発のあり方について協議
を行いました。（独）石油天然ガス・

金属鉱物資源機構（JOMGEC）による
約2000億円のファイナンス支援や、
資源分野における1000名の人材育
成等の取組について提案しました。

TICAD Ⅴにおいても、日本企業
のアフリカ進出の促進のために、ア
フリカに現在５カ所ある（独）日本貿
易振興機構（ジェトロ）事務所（→5）
を今後５年間で倍増（→6）、（独）日
本貿易保険（NEXI ）（→7）によるア
フリカ19ヶ国を対象とした貿易保
険の引受基準の緩和を決めました。

民間レベルの貿易投資促進のた
めに国際資源ビジネスサミット

（J-SUMIT）とアフリカン・フェア
2013（→8）を開催し、ビジネスマ
ッチングの場を設けました。

経済産業省では、これらの施策を
下に、日本企業のアフリカ進出を
促進し、2020年までに「対アフリ
カ輸出額及び現地法人売上高」を
2011年比３倍とすることを目指し
ています。

サブサハラアフリカ

7CLICK! ● 独立行政法人
日本貿易保険 

（NEXI）

8アフリカン・フェア
2013

内覧を行う安倍総理






